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津波浸水想定（瀬戸内海沿岸）について  
（ 解 説 ） 

 

１ 津波対策の考え方 
 

平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中央防

災会議専門調査会では、新たな津波対策の考え方を平成 23 年９月 28 日（東北地方太平洋沖

地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告）に示しました。 

    この中で、今後の津波対策を構築するにあたっては、基本的に二つのレベルの津波を想定

する必要があるとされています。 

    一つは、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する「最大クラスの津波」

（L２津波）で、もう一つは、海岸堤防などの構造物によって津波の内陸への浸入を防ぐ海岸

保全施設等の建設を行う上で想定する「比較的発生頻度の高い津波」（L１津波）です。 

   「最大クラスの津波」（L２津波）に対して総合的防災対策を構築する際の基礎となる瀬戸

内海沿岸の津波浸水想定について、平成 25 年 12 月に作成しましたが、この度、令和７年３

月に内閣府が公表した「南海トラフ巨大地震に係る新たな被害想定」を踏まえ、「山口県地震・

津波防災対策検討委員会」（学識者等で構成）において様々な意見をいただき、見直しを行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図－１ 津波対策を講じるために想定すべき津波レベルと対策の基本的な考え方 

  

令和 8年 3月 31日公表 

山    口    県 

津波対策を講じるために規定すべき津波レベルと対策の基本的な考え方 

 

■ 津波レベル 

発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす津波 

■ 基本的考え方 

〇住民等の生命を守ることを最優先とし、住民の避難を軸にソフト・ハードのとりうる 

手段を尽くした総合的な対策を確立していく。 

〇被害の最小化を主眼する「減災」の考え方に基づき、対策を講ずることが重要である。 

そのため、海岸保全施設等のハード対策によって、津波による被害をできるだけ軽減 

するとともに、それを超える津波に対しては、ハザードマップの整備や避難路の確保など、 

避難することを中心とするソフト対策を実施していく。 

 

ソフト対策を講じるための基礎資料の「津波浸水想定」を作成 

最大クラスの津波（L2津波） 
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２ 今回の公表範囲 
 
  本県では、全県域について津波浸水想定図を作成することとしていますが、今回は国の南海

トラフ巨大地震の公表を踏まえた、瀬戸内海沿岸で想定される最大クラスの津波による浸水想

定を公表します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

３ 留意事項 
 

  津波浸水想定をご覧いただく際には、次の留意事項をご確認ください。 
 

○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第１

項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎となるものです。 
 

○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される浸水

の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。 
 

○最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発生が想

定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能性がないとい

うものではありません。 
 

○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地震による地盤変動や構造

物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深がさ

らに大きくなったりする場合があります。 
 

○「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるためのもの

であり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではありません。また、一定の条

件を設定し計算した結果のため、着色されていない区域が必ずしも安全というわけではあり

ません。 
 

○浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。 
 

○「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示しませんが、津波の遡

上等により、実際には水位が変化することがあります。 
 

○今後、数値の精査や表記の改善等により、修正の可能性があります。 

今 回 公 表 範 囲 

ううう 
図－２ 今回津波浸水想定を公表する範囲 
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４ 津波浸水想定の記載事項及び用語の解説 
 

（１）記載事項 

  ＜基本事項＞ 

①浸水域 

②浸水深 

③留意事項（３の事項） 

  
 

（２）用語の解説（図―３参照） 

  ①浸水域 

   海岸線から陸域に津波が遡上することが想定される区域。 

  ②浸水深 

   ・陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ。 

   ・図－４のような凡例で表示。 

  ③最高津波水位について 

   津波襲来時の海岸線から沖合約３０ｍの地点における津波水位の最大値（地盤変動量を考

慮した値）。なお、気象庁が発表する津波の高さは、平常潮位（津波が無かった場合の同

じ時刻の潮位）からの高さ（図－５）で、最高津波水位とは基準が異なります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※津波水位は地盤変動量を考慮した値 

 

図－３ 津波水位の定義（山口県） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
         
 

  

出典：気象庁「津波について」 

 図－４ 浸水深凡例 図－５ 津波の高さの定義（気象庁） 

地域によっては、地震動によって堤防等が破壊され、津波が襲来する前に浸
水が始まることがあります。 

海岸線 

浸水域（浸水深を着色） 

浸水深(m) 

地震前の堤防 

地震後の堤防 

東京湾平均海面（T.P.）＋地盤変動量 

津波水位(m) 

初期潮位＝朔望平均満潮位 

津波波高(m) 

0.01m以上 0.3m未満 

5.0m以上 

3.0m以上 5.0m未満 

浸水深 

1.0m以上 3.0m未満 

0.5m以上 1.0m未満 

0.3m以上 0.5m未満 



4 

 

５ 瀬戸内海沿岸の対象津波（最大クラスの津波）の設定について 

 

（１）過去に山口県沿岸に襲来した津波について 

   過去に山口県沿岸に襲来した既往津波については、文献や「東北大学津波痕跡データベー

ス」から津波高に係る記録が確認できた津波を抽出・整理しました。 

 

（２）山口県沿岸に襲来する可能性がある想定津波について 

   中央防災会議「東南海・南海地震等に関する専門調査会」から公表された「東南海・南海

地震」に伴う津波に加え、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が公表した１１ケ

ースの津波断層モデルによる津波及び、地震調査研究推進本部が公表した長期評価を参考と

した周防灘断層帯（瀬戸内海域の活断層）の地震による津波について検討を行いました。 

 

（３）選定した最大クラスの津波について 

   山口県の瀬戸内海沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波断層モデルとし

て、次の６つの津波を選定しました。 

・ 南海トラフ巨大地震 

（１１ケースの津波断層モデルのうち、山口県沿岸に対して津波の影響が大きいと想定

されるケース１、２、５、１０、１１の５つのモデルを選定しました。） 

・ 周防灘断層断層帯 

 

      

      以上より、次の６ケースを津波シミュレーション対象ケースとして選定 
 

     ① 南海トラフ巨大地震 ケース１ 

② 南海トラフ巨大地震 ケース２ 

③ 南海トラフ巨大地震 ケース５ 

④ 南海トラフ巨大地震 ケース１０ 

⑤ 南海トラフ巨大地震 ケース１１ 

⑥ 山口県独自モデル 周防灘断層帯（横ずれあり、縦ずれのみ） 
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地震調査研究推進本部から平成 20 年 11 月に公表された「宇部沖断層群（周防灘断層群）の評価」による  

  

  

波源域 
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地盤変動量 

すべり量 3.44m 

すべり量 1.80m 周防灘断層帯 

（縦ずれのみ） 

周防灘断層断層帯 
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波源域 地盤変動量 
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地震調査研究推進本部から平成 20 年 11 月に公表された「宇部沖断層群（周防灘断層群）の評価」による  

  

  

波源域 
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（縦ずれのみ） 

周防灘断層断層帯 
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波源域 地盤変動量 
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使用モデル：ケース①  「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定 
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使用モデル：ケース② 「紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定 
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使用モデル：ケース⑤ 「四国沖～九州沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定 
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使用モデル：ケース⑩「三重県南部沖～徳島県沖」と「足摺岬沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を２箇所設定  
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使用モデル：ケース⑪ 「室戸岬沖」と「日向灘」に「大すべり域＋超大すべり域」を 2 箇所設定 

  

9.1 

波源域 地盤変動量 

波源域 

波源域 

波源域 

波源域 

地盤変動量 

9.1 

9.1 

9.1 

9.1 

図－６（１） 対象津波断層モデル

図 

地盤変動量 

地盤変動量 

地盤変動量 

10 

11 
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図－６（２） 対象津波断層モデル
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（４）津波浸水シミュレーションについて 

   選定した６ケースについて、津波浸水シミュレーションを実施しました。 

 

（５）津波浸水想定図の作成について 

   津波浸水想定図は、６ケースのシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる浸水域、

最大となる浸水深を表しました。 

 

（６）最大クラスの津波の設定について 

   過去に山口県沿岸に襲来した各種既往津波と今後襲来する可能性がある各種想定津波の

津波水位を用いて、次のグラフを作成し、津波水位が最大となる津波を最大クラスの津波と

して設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図―７ 最大クラスの津波を設定するためのグラフ 

 

６ 主な計算条件の設定 

 次の悪条件下を前提に計算条件を設定しました。 

 

 （１）潮位について 

   ①海域については、山口県の海岸保全施設等の設計用に設定した朔望平均満潮位を基に初

期潮位を決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 設定初期潮位（T.P.m） 

最大クラスの津波 
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   ②河川内の水位については、平水流量及び沿岸の朔望平均満潮位を基に算出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

               図―９ 初期水位の設定 

 

 （２）地盤の沈下について 

   地盤高については、地震による地盤の沈下を考慮しました。 

 

 （３）各種構造物の取り扱いについて 

①地震や津波による各種施設の被災を考慮しました。また、水門・陸閘等については、操

作者の安全性確保の観点から閉鎖しないことを想定し、開放状態として取り扱うこととし

ています。 

②各種構造物については、津波が越流し始めた時点で「破壊する」ものとし、破壊後の形

状は「無し」としています。 

  

                 表―１  構造物条件 
 

構造物の種類 条件 

護 岸 
今回想定された地震に対し、耐震や液状化に対する十分な対策が実

施出来ていない区間については、構造物無しとしています。 

堤 防 

今回想定された地震に対し、耐震や液状化に対する十分な対策が実

施出来ていない区間については、堤防高を地震前の２５％の高さと

しています。 

防波堤 
今回想定された地震に対し、耐震や液状化に対する十分な対策が実

施出来ていない区間については、構造物無しとしています。 

道路・鉄道 地形として取り扱います。 

水門等 開放状態として取り扱います。 

建築物 建物の代わりに津波が遡上する時の摩擦（粗度）を設定しています。 
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 （４）シミュレーションの基本条件について 

   ①計算領域及び計算格子間隔 

計算領域は、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」での解析条件を踏襲し、震

源を含む範囲としました。 

計算格子間隔は、陸域から沖に向かい 5m、10m、30m、90m、270m、810m、2430mとしま

した。沿岸部の計算格子間隔は 10mを基本として、津波の影響度が高い河川が位置する箇

所は 5mとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０（１） 計算領域及び計算格子間隔（2430m～30ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０（２） 計算領域及び計算格子間隔（10m～5ｍ）  
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  ②計算時間及び計算時間間隔 

   計算時間は、津波による最大浸水範囲、最大浸水深が計算できるように最大 12 時間とし、

計算時間間隔は、計算が安定するように 0.05～0.15秒間隔としました。 

  ③陸域及び海域地形 

   １）陸域地形 

・国土交通省国土地理院が実施した航空レーザー測量結果等を用いて作成しました。 

・河川や海岸構造物等は、各施設管理者の測量結果等を用いて作成しました。 

２）海域地形 

・海域地形は、H24年内閣府公表の津波解析モデルデータを用いました。 

 

７ 浸水面積等について 

 

 （１）浸水面積 

   今回の津波浸水想定による瀬戸内海沿岸 15市町の浸水面積は下記のとおりです。 

 

   表―２ 市町別浸水面積 

市 町 浸水面積（ha） 

下関市  658 

宇部市  746 

山口市 1,736 

防府市 1,140 

下松市 193 

岩国市 1,695 

光市 107 

柳井市 519 

周南市 621 

山陽小野田市 934 

周防大島町 549 

和木町 76 

上関町 160 

田布施町 190 

平生町 445 

計 9,768 

 

       ※浸水面積は、河川等部分を除いた陸域部の浸水深１ｃｍ以上。小数点以下第 1位を四捨五入。 
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 （２）市町別の代表地点における最高津波水位等 

    最高津波水位、海面変動などを示すため、瀬戸内海沿岸の代表的な地点を定めました。 

    今回の津波浸水想定による代表地点における最高津波水位、津波波高、最高津波水位到

達時間、海面変動時間は下記のとおりです。 
 

   ①南海トラフ巨大地震       

表－３ 代表地点の最高津波水位等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②周防灘断層帯の地震 

       表－４ 代表地点の最高津波水位等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うち
津波波高(m)

下関漁港 1.2 0.1 97 - -
下関港（岬之町） 1.4 0.3 66 - -
下関港（長府） 2.3 0.5 60 55 -
宇部港 2.6 0.8 36 26 -
丸尾港 2.6 1.0 25 15 -
相原漁港 1.8 0.3 80 - -
秋穂漁港(秋穂地区) 2.7 1.1 24 17 -
秋穂漁港(大海地区) 2.5 1.0 21 17 -
西浦漁港 2.0 0.5 13 12 -
三田尻中関港(中関地区) 2.1 0.5 8 7 -
三田尻中関港(三田尻地区) 2.2 0.6 26 24 -
富海漁港 2.2 0.6 54 20 -

下松市 徳山下松港(下松市地区) 2.1 0.6 51 33 -
由宇港 2.0 0.2 232 - -
岩国港 2.0 0.2 250 - -
德山下松港(光地区) 2.5 0.9 75 31 -
光漁港 2.4 0.8 56 37 -

柳井市 柳井港 2.1 0.5 151 149 -
福川漁港 2.3 0.8 181 32 -
徳山下松港(徳山地区) 2.2 0.6 40 35 -
埴生漁港 2.4 0.6 93 55 -
小野田港 2.3 0.5 112 46 -
久賀港 1.7 0.2 121 - -
白木港 1.8 0.2 218 - -
伊保田港 1.7 0.2 203 - -
安下庄港 2.0 0.4 128 128 -
小松港 1.9 0.3 148 - -

和木町 小瀬川河口 2.0 0.1 251 - -
上関町 室津港 2.1 0.5 52 50 -

田布施町 尾津漁港 2.2 0.6 65 60 -
平生町 平生港 2.1 0.6 66 63 -

海面変動
＋1m時間
（分）

海面変動
＋30cm時間

（分）

山陽小野田市

周防大島町

宇部市

山口市

防府市

岩国市

光市

周南市

下関市

市町 代表地点名
最高津波水位

（m)

最高津波
水位到達

時間（分）

うち
津波波高(m)

下関漁港 1.5 0.4 642 425 -
下関港（岬之町） 2.4 1.3 254 220 240
下関港（長府） 3.5 1.7 249 210 225
宇部港 2.8 1.0 387 204 -
丸尾港 2.9 1.3 314 135 155
相原漁港 2.6 1.0 335 157 -
秋穂漁港(秋穂地区) 3.0 1.4 310 135 302
秋穂漁港(大海地区) 3.0 1.4 312 132 136
西浦漁港 2.7 1.1 310 128 305
三田尻中関港(中関地区) 2.5 1.0 308 122 140
三田尻中関港(三田尻地区) 2.8 1.2 126 119 123
富海漁港 3.2 1.6 133 119 130

下松市 徳山下松港(下松市地区) 3.3 1.7 131 117 122
由宇港 2.7 0.9 419 165 -
岩国港 3.0 1.2 223 160 210
德山下松港(光地区) 3.7 2.2 123 103 106
光漁港 3.6 2.0 117 98 113

柳井市 柳井港 3.6 2.1 176 54 106
福川漁港 3.5 1.9 139 123 127
徳山下松港(徳山地区) 3.4 1.8 143 120 132
埴生漁港 3.6 1.8 250 212 222
小野田港 3.3 1.5 248 208 226
久賀港 2.8 1.2 181 160 178
白木港 2.8 1.3 197 130 191
伊保田港 2.6 1.0 197 135 -
安下庄港 3.1 1.6 170 47 125
小松港 3.6 2.0 174 56 108

和木町 小瀬川河口 3.0 1.2 220 161 207
上関町 室津港 3.6 2.0 128 103 113

田布施町 尾津漁港 3.3 1.8 123 103 115
平生町 平生港 3.0 1.4 127 107 119

海面変動
＋1m時間
（分）

海面変動
＋30cm時間

（分）

最高津波
水位到達

時間（分）

山陽小野田市

周防大島町

岩国市

光市

周南市

山口市

防府市

下関市

宇部市

市町 代表地点名
最高津波水位

（m)
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   ※この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の浸水予測を行ったものであり、想定より

大きな津波が襲来し、津波波高が高く、到達時間は早くなる可能性があります。 

   ※「最高津波水位」は、海岸線から沖合約３０ｍの地点における津波水位の最大値（地盤

変動量を考慮した値）を示し、小数点以下第２位を切上げています。 

※「海面変動＋３０ｃｍ時間」は、代表地点で地震発生直後海面に＋３０ｃｍ（被害想定

において海辺にいる人の中に死者が発生する恐れのある水位の変化）の変動が生じるま

での時間です。「海面変動＋１ｍ時間」は、代表地点で地震発生直後海面に＋１ｍ（被害

想定において海辺にいる人の１００％が死亡する恐れのある水位の変化）の変動が生じ

るまでの時間です。 

なお、「－」は、設定の水位変化が生じる津波が到達していないことを示しています。 

※「最高津波水位」、「海面変動＋３０ｃｍ時間」および「海面変動＋１ｍ時間」は、津波

断層モデルが異なることがあります。 
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 （３）海面変動時間予測図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図―１１ 予測図作成地点の位置図 
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海面変動や津波によって海辺にいる人の人命に影響する恐れのある水位の変化が生じるま

での時間を示しています。 

■地震発生直後の海面に＋３０ｃｍおよび＋１ｍの変動が生じるまでの時間です。 

■実際は、この時間どおりになるとは限りません。揺れがおさまったら、すぐに避難を開始しましょう。 

■海面の変動が＋３０ｃｍおよび＋１ｍより小さくても、海水の流速が早く、危険な場合もあり

ます。注意しましょう。 

■地震発生とともに堤防が破壊することで、＋３０ｃｍおよび＋１ｍの海面変動時間よりも早く

に浸水が開始する可能性がありますが、津波による海面変動時間として評価しておりません。

この影響により局所的な水位変動が生じ、被害が生じる可能性がありますので､注意が必要で

す。 

 

海
面
変
動
時
間
の
説
明 

 +30cm変動時間 

 海面の変動 

 地震発生 

 
地盤変動量を考慮した 

初期潮位 +30cm 

海面変動＋３０ｃｍ 海面変動＋１ｍ 

 +1m変動時間 

 海面の変動 

 地盤変動量を考慮した 
初期潮位 +1m 

 地震発生 

※堤防が破壊し、局所的な水位変動が生じる可能性がある。 
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図―１２（１） 海面変動＋３０ｃｍ時間予測図（南海トラフ巨大地震） 

南海トラフ巨大地震 
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図―１２（２） 海面変動＋１ｍ時間予測図（南海トラフ巨大地震） 

南海トラフ巨大地震 

宇部港 

＋１ｍの変動なし 
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周防灘断層帯の地震 
 

図―１２（３） 海面変動＋３０ｍ時間予測図（周防灘断層帯の地震） 

岩国港 

＋３０ｃｍの変動なし 

小松港 

＋３０ｃｍの変動なし 
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８ 今後について 

今回の津波浸水想定を基に沿岸市町では、津波ハザードマップの作成や住民の避難方法の検討、

地域防災計画の修正などに取り組むこととなるため、市町に対する技術的な支援や助言を行ってい

きます。 

なお、今回設定した最大クラスの津波については、津波断層モデルの新たな知見が得られた場合

には、必要に応じて見直していきます。 

 


